




要約

広汎性発達障害群(PDD)(235人、平均年齢=8.3歳)、PDD の既往のない精神遅滞群(MR)(118

人、平均年齢=8.2 歳)および注意欠陥・多動性障害近縁群(ADHDR)(30 人、平均年齢=6.5

歳)の 3 群およぴ PDD 下位群で、知能検査の IQ と精神月齢(MA)およぴ人物画 IQ(DAM-IQ)

と MA(DAM-MA)との関係を検討した。DAM-IQ/IQ は、ADHDR(平均=0.81)で PDD(平均=1.12)

と MR(平均=1.09)より有意に低く、PDD と MR 間に存意差はなく、PDD 下位群間ではアスペ

ルガー症候群で非定型自閉症群より有意に低かった。 3 群とも DAM-MA は、年齢より MA

と相関が高く、CARS-TV 総得点とは無相関であった。DAM-MA が MA より 24 ヵ月以上低い子

どもの頻度は、ADHDR で 32.1%と最も高かった。ADHDR は、PDD や MR より相対的人物画描

画能力が劣り、PDD下位群ではアスペルガー症候群が ADHDR に近いパターンを示した。


